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サッカー・ボール買うお金くれない？
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4 4 4 4
光をいまだ放っているものの，頭上に浮遊するビーナスが祝福しその掌が触
れている像の髪の毛は，固さを失って思わず感嘆を発するばかりに
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
ふっくらとした目映くばかりの
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
金
髪にとすでに変化し，瞳は黒く生き生きとして語りかけるかのように
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
女神を見つめる姿で画かれてい
る。さらには，頬と耳朶には恥じらうような
4 4 4 4 4 4 4
赤味が加わり，息をするかのようにわずかに
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
開いた唇は
ほんのりと
4 4 4 4 4
紅を差し，首から胸部にかけての肌は溜息をつくほどの淡い









4 4 4 4 4 4 4 4
血の通う脈拍を測る結婚
の神ヒュメナイオスと，柔らかくなりつつある
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
胸に触れる指先がそこにやんわり












































































4 4 4 4 4 4 4
て，相互の間でまた人間との間で相関係する独立の姿に見
えるのである。商品世界においても，人間の手の産物がそのとおりに
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の基幹的構制



















































4 4 4 4 4
を与えるといった物化
や物象化と，物に人間的な特性
































































4 4 4 4
人間のように，欲望を喚起する謎
4 4 4 4 4 4 4 4
めいた神秘的で蠱惑的な力





















































































































































































4 4 4 4 4
，視覚の傾向に
よる世界の構成
4 4 4 4 4
に他ならず，「脱物質化」された感覚情動という視覚性による世界の物質化




























































































補」『根源の彼方に グラマトロジーについて 下　第二章 』足立和浩訳，現代思潮社，1972年，8頁，〔　〕内訳者，
｛　｝内著者付加＝注の注の注）。注 22を見よ。





















D. Flam, ‘Graphic Symbolism in the Dogon Granary: Grains, Time, and a Notion of History,’ Journal of African 






ドゴンの「扉」と「錠前」の美術性に関しては，Monica Blackmun Visona, Robin Poynor & Herbert M. Cole, 
























ゴンの文化変様とグレオールの記述の不備やその修正については，Walter E. A. van Beek, R. M. A. Bedaux, 
Suzanne Preston Blier, Jacky Bouju, Peter Ian Crawford, Mary Douglas, Paul Lane and Claude Meillassoux, 
‘Dogon Restudied: A Field Evaluation of the Work of Marcel Griaule and Comments and Replies,’ Current 




北部の主要都市を占拠し，国土の三分の二にあたる地域は，4月 6日，「アザワド独立国（Inde- pendent State 
of Azawad）」としてマリ共和国からの独立を宣言するに至った。「朝日新聞」2012年 3月 23日朝刊。さらに，
6月 30日に，この武装勢力の一部である「アンサル・ディーン」は，世界遺産で知られているトンブクトゥ
30 フェティッシュと仮面 1（北澤）











ドゴンと樹木との関係については，Walter E. A. van Beek & Pieteke M. Banga, ‘The Dogon and their trees,’ 
Elisabeth Croll & David Parkin (eds.), Bush Base: Forest Farm, Culture, Environment and Development, EIDOS, 
Routledge, 1997, pp.60–65, pp.67–68を参照。また，注 51を見よ。
 6） ドゴン族は，かつてバンディアガラ断崖から南西に 400～ 500キロメートル離れた現在のマリ共和国の首都
であるバマコの近辺の「コウリコロ（Koulikoro）」に住んでいたとされる。この地一帯は，ニジェール河上
流の「ブレ（Bure）」（現在，ギニア共和国に所属）とセネガル河上流の「バンブク（Bambuk）」（セネガル






Fredrick McKissack, The Royal Kingdoms of Ghana, Mali, and Songhay: Life in Medieval Africa, Henry Holt, 
1995, pp.23–29, pp.57–63, pp.97–100. および，アズララ /ガダモス「西アフリカ航海の記録」『大航海時代叢書 








ていたが，ハベとはイスラム教徒が異教徒を蔑視する言葉である。W. E. A .Van Beek, Dogon: Africa’s People of 
the Cliff, Harry N. Abrams Inc, 2001を見よ。
 7） ドゴン族には宇宙を創造した「アンマ」とその子の「ノンモ」が神話的に最高の聖なる対象として存在して
いるが，日常的に崇拝されているのはこの「レベ」である。Walter E. A. van Beek et al., ibid., p. 159.









12） Lan Joyce, ibid., verso, ‘Central Bamako’.




14） Robert Hamill Nassau, Fetishism in West Africa: Forty Years’ Observation of Native Customs and Superstitions, 
Charles Scribner’s Sons, 1907, reprint, Kessinger Publishing, 2003, pp.81–82. 何を願い祈るかによりフェティッ
シュとされる物は変わる。例えば，力を得たいのなら像やレオパードの一部，賢さならガゼルの一部，知恵
なら人間やサルの頭部などである。
15） Hope B. Werness, The Continuum Encyclopedia of Native Art: Worldview, Symbolism, and Culture in Africa, 
Oceania, and native North America, The Continuum International Publishing, 2000, pp. 84–85.
16） 「フェティッシュ」の語源はポルトガル語の「魔法」を意味する feiticoであるが，さらにはラテン語で「人工物」
を意味する facticiusにまで遡る。William Pietz, ‘The Problem of the Fetish,’ RES: Anthropology and Aesthetics, 
No.9, Spring, 1985, p.5.したがって，フェティッシュは，自然そのものではなくその断片であったり部分であっ
たりそれに幾分か手を加えたものであるといえる。何の加工も行われていない自然それ自体が崇拝の対象と
なるのなら，それは「アニミズム」であろう。
17） ibid., p.7, William Pietz, ‘The Problem of the Fetish, II: The Origin of the Fetish,’ RES: Anthropology and 
Aesthetics, No.13, Spring, 1987, p.23. 
18） モッシェ・ハルバータル /アヴィシャイ・マルガリート『偶像崇拝 その禁止のメカニズム』大平章訳，法政
大学出版局，2007年，51～ 68頁，149～ 172頁などを見よ。
19） シャルル・ド・ブロス，前掲訳書，31頁，また 90～ 91頁参照。
20） オウィディウス『変身物語 下』中村善也訳，岩波文庫，2004年，73頁～ 77頁。
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37） Peter Pels, ‘The Spirit of Matter: On Fetish, Rarity, Fact, and Fancy,’ Patricia Spyer (ed.), Border Fetishisms: 
Material Objects in Unstable Spaces, Routledge, 1998, p. 94. また，William Pietz, ‘Fetishism and Materialism: 
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「対象 a」であってフェティッシュとなる。Henry Krips, Fetish: An Erotics of Culture, Cornell University Press, 
1999, pp.18-21, pp. 28–32. 
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45） 注 28ならびに注 24，注の注を見よ。
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